
ままま～～～ゆゆゆ

蚕都くらぶ・ま～ゆという上田地域通貨モノコト交換制度は､地域で暮らすひとびとがお互いに

助け合って楽しく暮らすための制度です。

私たちは､この地域の豊かな自然やひとびとの知恵･技術･経験･人柄を地域の宝と考えます。

その宝を活用することで､より豊かな地域と人間関係を目指しています。

蚕都くらぶ・ま～ゆは､地域通貨を使って人と地域をつなぐシステムです。

❖人と人との新しい関係が生まれます。

❖自分の能力を再発見できます。

❖人が活き活きすることで､地域が元気になります。

わ た し た ち の 願 い
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ま～ゆ第５年度会計報告 平成１７年１１月１日～１８年１０月３１日

収入の部 支出の部

費 目 金 額 内 訳 費 目 金 額 内 訳

前年度繰越 200,134 会報作成費 34,510用紙・インク ほか

はがき通信 ３３,８００円会 費 164,700 1,200円×124人

ほか２０人

通信費 41,840

メール管理料 ８,０４０円

雑収入 9,600 イベント剰余金ほか ま～ゆ市（縁舎ほか） ８,０００円

世話人会(寿限無) １２,０００円

会場費 26,000

編集委員会(寿限無) ６,０００円

消耗費 16,330事務用品

総会費 15,360総会通知ほか

雑 費 8,000中央公民館協力金

次年度繰越 232,394

合 計 374,434 合 計 374,434

ま～ゆ第６年度会計予算案 平成１8年１１月１日～１9年１０月３１日

収入の部 支出の部

費 目 金 額 内 訳 費 目 金 額 内 訳

前年度繰越 232,394 会報作成費 35,000用紙・インク ほか

会 費 168,000 1,200円×１40人 通信費 42,000はがき通信・メール管理料

雑収入 ま～ゆ市（縁舎ほか） １０,０００円

世話人会(寿限無) １２,０００円

会場費 30,000

編集委員会(寿限無) ６,０００円

消耗費 20,000事務用品

総会費 10,000総会通知ほか

会議費 30,000世話人会・編集委員会

雑 費 5,000

記念誌出版補助 200,000

次年度繰越 28,394

合 計 400,394 合 計 400,394
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ま～ゆ 1年のあゆみ
2005 年

11月

13日 第49回ま～ゆ市「総会＆ま～ゆまつり」。

会場：中央公民館

24日 会報編集会議 会場：寿限無

28日 世話人会 会場：寿限無

12月

10日 第50回ま～ゆ市。 会場：中央公民館

23日 第5回餅つき大会。 会場：寿限無

26日 世話人会 会場：寿限無

200６ 年

1月

10日 第51回ま～ゆ市「繭玉づくり」。 会場：中央公民館

15日 会報編集会議. 会場：寿限無

27日 世話人会 会場：寿限無

2月

10日 第52回ま～ゆ市。 会場：中央公民館

17日 5周年記念誌プロジェクト発足。 会場：寿限無

21日 世話人会 会場：寿限無

3月

5日 記念誌プロジェクト会議 第2回 会場：寿限無

7日 辰野町のボランティア団体に「蚕都くらぶ・ま～ゆ」を説明。

会場：ふれあい福祉センター (ケイちゃん・ごんべえさん･トキちゃん･

ハコさん･ヒデさん･みっちゃん・都々平さん･ミーすけさん)

19日 第53回ま～ゆ市。 会場：中央公民館

21日 須川で麦踏み。 第3回ま～ゆ記念誌プロジェクト会議。

21日 記念誌プロジェクト会議 第３回 会場：寿限無

22日 世話人会 会場：寿限無

ま～ゆ味噌プロジェクト

（4コースで味噌仕込み ～4月3日） 会場：寿限無。

31日 会報編集会議 会場：寿限無

4月

3日 信州民報に“ま～ゆ味噌づくり”掲載

9日 第54回ま～ゆ市「草もちを作って食べよう」。 会場：光風雨森

10日 記念誌プロジェクト会議 第４回 会場：寿限無

15日 ま～ゆ秋和菜園（整備と区画割）。

21日 第1回ま～ゆ寺子屋「新上田市のこれから～課題と住民の役割」を講演。

（講師：アンジンさん） 会場：中央公民館

24日 記念誌プロジェクト会議 第５回 会場：寿限無

27日 世話人会 会場：寿限無

5年目にして初めて

予算を組んでみました。

すべては食べることか

ら始まるのでしょうか。

ま～ゆ発展

の願いをこ

めて、

米粉をこね

ました。

11 人の知恵がぶつかりあって

｢本当に本になるのかしら？

……｣
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5月

3日 ま～ゆ味噌プロジェクト 大豆畑開墾 会場：平井寺の畑

10日 第55回ま～ゆ市。 会場：縁舎

17日 信濃毎日新聞にま～ゆ活動が紹介される

21日 第2回ま～ゆ寺子屋

「アタマと舌と足腰を鍛える！」ま～ゆ3トク自然教室。

会場：菅平高原 （講師：クマさん）

22日 記念誌プロジェクト会議 第６回 会場：寿限無

27日 会報編集会議 会場：寿限無

28日 須川で田植え。 （担当：疲労坊さん、ごんべえさん）

30日 世話人会 会場：寿限無

6月

4日 新緑ミステリーツアーを開催。 行き先：木曽路

5日 記念誌プロジェクト会議 第７回 会場：寿限無

10日 第56回ま～ゆ市。 会場：中央公民館 「ま～ゆ座談会」を併催する。

17日 ま～ゆ味噌プロジェクト 豆蒔き 会場：平井寺の畑

15日 ま～ゆ勝手に寺子屋「パソコン救うる」会場：寿限無（担当：都々平さん）

21日 世話人会 会場：寿限無

26日 記念誌プロジェクト会議 第８回 会場：寿限無

7月

1日 ま～ゆほたるコンサート

会場：須川の棚田 （担当：ほたるコンサート実行委員会）

14日 ま～ゆ味噌プロジェクト 豆畑の草むしり 会場：平井寺の畑

14日 小麦の脱穀 会場：須川橇田の麦畑～花水の麦畑

15日 第3回蛭沢川納涼夏祭り(第57回ま～ゆ市を兼ねる)

会場：吉崎酒店

24日 記念誌プロジェクト会議 第９回 会場：寿限無

26日 世話人会 会場：寿限無

29日 第3回ま～ゆ寺子屋「沖縄を見ると日本が見える（沖縄訪問報告会）」

会場：中央公民館 （講師 辛口さん・高須健さん）

31日 記念誌プロジェクト会議 第10回 会場：寿限無

｢時間が足りない｣ほど盛

りだくさんに“夢”が語

られました。

｢ま～ゆがよく理解でき

た｣の声もありました。

詳しくは本をお読みくだ

さい。

滝と温泉は定番に

これは“ほんの１トク”



11月

7日 世話人会 会場：寿限無

18日 ま～ゆ味噌プロジェクト

大豆刈取り 会場：平井寺の畑

20日 記念誌プロジェクト会議 第2４回

会場：寿限無

“地域通貨をこえる ま～ゆ”完成
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8月

5日 会報編集会議 会場：寿限無

6日 じゃがパーin須川開催(第58回ま～ゆ市を兼ねる) 会場：須川グラウンド

7日 記念誌プロジェクト会議 第11回 会場：寿限無

12日 ま～ゆ味噌プロジェクト 豆畑の草取り 会場：平井寺の畑

21日 記念誌プロジェクト会議 第12回 会場：寿限無

24日 世話人会 会場：寿限無

28日 記念誌プロジェクト会議 第１３回 会場：寿限無

9月

4日 記念誌プロジェクト会議 第１４回 会場：寿限無

10日 第59回ま～ゆ市。 会場：縁舎

12日 記念誌プロジェクト会議 第１５回 会場：寿限無

19日 記念誌プロジェクト会議 第１６回 会場：寿限無

25日 記念誌プロジェクト会議 第１７回 会場：寿限無

29日 記念誌プロジェクト会議 第１８回 会場：寿限無

10月

１日 ま～ゆ田んぼの稲刈り･脱穀 会場：須川

2日 記念誌プロジェクト会議 第１９回 会場：寿限無

6日 しんぶん赤旗にま～ゆ活動が紹介される

10日 第60回ま～ゆ市。 会場：中央公民館

11日 記念誌プロジェクト会議 第2０回 会場：寿限無

14日 会報編集会議 会場：寿限無

15日 麦蒔き 会場：須川花水の麦畑

16日 記念誌プロジェクト会議 第2１回 会場：寿限無

23日 記念誌プロジェクト会議 第22回 会場：寿限無

28日 世話人会 会場：寿限無

29日 豊殿地区未来を考える会代表 神田友夫氏にま～ゆ活動を説明

(ケイちゃん・ごんべえさん･都々平さん)

30日 記念誌プロジェクト会議 第2３回 会場：寿限無

須川の人たちもす

っかり打ちとけて

ページをそろえて

ホッチキスで止めて

｢はい､３１号の出来上がり｣

ま～ゆ交換は

握手でキマリ！

何を真剣に(?)

本のタイトルを考えているよ

うです。
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会報自慢をひとくさり №50都々平こと前田光俊

｢ま～ゆが会報を発行してい

る｣入会したばかりの私には､立

ち上がったばかりのま～ゆに漠

然と抱いていた期待の中で、そ

れは結構大きな魅力でした。

早速第 3 号に､恐る恐る､そし

て果敢に投稿してみたのが会報

に関わった最初でした。「なんだ

かおもしろそう」で始まり、｢き

っとこれからの人生は思いがけ

ない明るさに満ちる事でしょ

う｣で結んだ名文(?)には反応が

ありませんでしたが。

2001年12月17日､ごんべえさんの後にくっついて

出向いた世話人会では主な議題が“会報„でした。｢毎

号２～3 人､会員紹介を載せよう｣｢それはいい｣｢じゃ

あ、あの人とこの人と｣と､この人たちはいとも気安く

決めていくのです。横で聞いていて｢3 号を発行する

までおよそ半月しかないのに…変な人たちだな｣と目

を白黒させ、他人事(?)ながら不安になったのを覚えて

います。

｢入会したからには何かをしたい｣願望を抱いてい

た私に、ホーおじさんから編集委員の誘いを受けたの

は年末だったでしょうか。｢こんな新人に声を掛けてい

ただいた｣のが嬉しいばかりに｢はい｣と返事をしまし

たが、会報がこんなにも｢続いて出せること｣は正直の

ところ予想していなかったし､｢マンネリ化して､毎号

金太郎飴みたいな味気ない内容になるかも｣の危惧が

ありました。

以前ある会に所属していたときに､先進地の視察が

あり､そこでは会報紙を発行していました。｢毎月記事

を集めるのが大変｣と担当者が説明し｢だから私はある

ときは若者に､またあるときには婦人部長になって

紙面を埋めています｣と打ち明け話を聞いたのが印象

に残っています。

ところが､ま～ゆはえらい違いで､毎号原稿が集ま

るのです。32 号まで会報編集に携わってきた中で

一度だって｢記事がなーい｣の悲鳴はありませんでした。

各種プロジェクトやイベントを自主的に運用する

“好き者„ が頑張って“仕掛け„ をして､常に話題を

提供してくださるからでしょう。そして､それに感動･

感激して投稿する会員があります。中には｢脅迫されて

いやいやながら｣の人もありましたが…。

ホーおじさんと娘さん(果菜さ

ん)が描いてくれるイラストがふ

んだんに盛り込まれているのも

ま～ゆ会報が親しみを覚える要素

であるのは間違いありません。

ホーおじさんに尻押しされて私ま

で似顔絵を描くことになっちゃい

ました。割合好評のようで今では

すっかりはまった状態です。

編集担当の私に よく｢大変で

すね｣と ねぎらいの言葉をいただ

きます。もともとひ弱な私に体力

的な苦労は正直言ってありますが､逆に｢もし

もこれが無かったらどんな日常をおくってい

るだろうか？｣と考えたとき､冷たい汗が流れ

る気がします。数年前に店を閉じるまで､営業

でパソコンを使っていました。帳簿はもとよ

り､値札をつける･POPを書く･売出しチラシ

を作るから納品書や領収書まで自前で、と駆

使していました。リタイヤ後はそういう仕事

が無くなり、折角培ってきたウデを振るう場

は無く､｢サンデーの毎日｣をどうやって過ご

せばいいのか？ 思っただけでもうんざりし

ます。きっと体がなまって､｢あそこが痛い･

ここが具合悪い｣と医者通いが日課になって

いるに違いありません。毎月(体調維持のため

に)通い続けていた医院に､ここ幾年か前から

トントご無沙汰です。“ま～ゆが私の命„なら、

さしずめ“会報は私の妙薬„でしょうか。

全国に500以上ある地域通貨の中で、毎月

常会を開いている団体は希少のようです。そ

して会報を定期的に発行しているのはもっと

少なさそうです。この事実は多いに誇ってい

いと思います。寄ってたかって作る会報の一

翼を担わせていただいて都々平は幸せです。

コボルさん･ハコさん･きのちゃん･にゃんこ

先生･トキちゃんにミーすけさん。そしてホー

おじさんたちに囲まれて、なんとも暖かな

空気の中で 32 号まで編集が続きました。

時には｢その日だけ｣のパートさん(?)も加わ

ってヒントをいただきました。これからもこ

の空気をそのままに続けていきたいと思って

います。
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５周年特集

前からま～ゆに関わって､すっかりハマってしまった人。

入会したばかりで よくは分からないけど､

｢ま～ゆって素敵! ｣と、胸をふくらませている人。

じわじわっと ま～ゆが生活の中に入りこんで､

楽しんでいる人。

｢まだこれから｣ ｢そのうちに…｣と、

じっくり構えている人。

人さまざまに感じているま～ゆ。

その思いの丈をつづっていただきました。
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ま～ゆがつくる味わい深いくらし
ケイちゃんこと 安 井 啓 子

地域通貨って何だかおもしろそう。それに奥が深く、

いろんな可能性があるかも？と始めた「上田地域通貨

蚕都くらぶ･ま～ゆ」が5周年を迎えました。

5年を長いと感じるか、短いと感じるかは人それぞれで

しょうが、私にとっては本当にあっという間の 5年。

えっ! もう5年?! というのが実感です。しかもすご～く

充実した5年間でした。なんてったって新しい出会いや

新しい経験がいっぱいだったのですから。

この間の大きなお助けは、3年ほど前に、わが家のジャングル化した庭木を屈強な

男性7人で、きれいに刈り込んでもらった事。（現在はまたまた伸び放題になってい

ますが……）

もうひとつ、暑い中、孫の手さんがせっせと通って作ってくれたテラス。（ごんべ

えさん、ミーすけさんにもお手伝いしてもらいました。）これは、とっても重宝して

います。少々の雨なら洗濯物を心配しなくても干せます。（本当は、テラスでゆった

りと午後のお茶を!! なんて考えていたんですが…）今は、つるし柿・芋干し・ピーナ

ッツ干し等に大活躍です。ほかにもまだまだいっぱい助けられました。ま～ゆで一番

助けられているのは、実はこの私かも？ そうか！ だから№１だったんだ…。

また、味噌・お米・小麦、いろいろな野菜づくりに、何と竹炭焼きまでも体験しま

した。それまでは、何でも買ってくるのがあたり前の生活でしたが、ま～ゆのお陰で

作る楽しさを存分に味わっています。しかも、一人じゃなくみんなでやるからこれが

また面白い。その上“もったいない精神”が培われ、これまでだったら簡単に捨てて

いたものも活かし方を工夫するようになり、あわせて物の命についても考えるように

なりました。田んぼや畑、味噌プロジェクトに参加し、収穫の喜びだけでなく、それ

をもたらしてくれる自然の営みのすばらしさ、偉大さを肌で感じることができ、何だ

か感性までもが柔らかく育まれているようです。

小さい頃、祖母や母がよく作ってくれた干しいもをこの私が作るなんて!!

味噌だって漬物や保存食だってそう。ちょっとした工夫で食卓に彩りを添える日常

食の数々も…。以前には考えてもみなかったことばかりです。人生幾つになっても

できることが増えるのは嬉しいものです。普段の何気ない生活の中に、昔から人から

人へと伝えられてきた、こんなにも豊かな暮らしの文化があったことに改めて感動す

る日々です。

お金では絶対買えない（商品化しない）、だから華々しくメディアで取り上げられ

ることもない、ささやかな暮らしの知恵がどんなに尊いものか。また味わい深く心地

よいものかを教えてくれたのは“ま～ゆ人”です。

ま～ゆには、知恵もち・技もち・力もち、そして何よりも心もちのいい人がいっぱ

いです。人がいがみ合うのが大嫌い！ 笑顔のさわやかな人が大好き！ な私にとっ

て、ま～ゆ人は、人生の師であり宝です。

もしかしたら、奥が深く、可能性を秘めているのは、「地域通貨」を超えた「蚕都

くらぶ・ま～ゆ」にあるのかも………。
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繭が紡ぐネットワーク
№67 高 須 健

「ま～ゆ」という大らかな語感に象徴

されていると思いますが、この会に対す

る僕の印象は、柔らかくて透き通った

生糸で多様な人々が緩やかに結ばれてい

く、そんなイメージです。まさに繭が紡

ぐネットワークですね。「ま～ゆ市」や「ま

～ゆ寺子屋」、「この指止まれ式」の自発

的な各種プロジェクトなど、すべてがと

ても魅力的で素晴らしい実践です。そし

て、充実した『会報』を出し続けている

ことは「ま～ゆ」の財産だと思います。

「こみっと」の拠点「ネットワークハ

ウス縁舎」の改築作業と開所式（平成15年）

の際には、会員の皆さんから多大なる

ご協力を頂きました。その後、公私にわ

たって多くの方と知り合う中で、普通の

人々、しかし多種多様な技能や発想を

持ち、一芸に秀でた個性的な方々が地域

通貨という道具を介してつながっている

ことに、とても魅力を感じました。

僕はといえば、「また誰かが何か楽しそ

うなことを始めたなぁ」と周縁から眺め

ている“なんとなく”会員で、ときどき

困った時には「ま～ゆ」を活用していま

すが、もっぱら助けられてばかりのチャ

ッカリ者です（主に送迎、作業補助、

軽トラの借用など）。自分は特別な技能を

持たないけれど、自分にできることで

誰かの役に立てたらいいな（そして、

収支のバランスを取らなければ！）と思

ってはいますが、なかなか･･･。その一方、

直接的なモノ・コトの交換はなくても、

自分がどこかで何かしらの役に立ってい

たり、存在が認められていたりすること

に、ふと気づかされて嬉しくなる時があ

ります。しばしば「ま～ゆ ML」を利用

させて頂いていますが、そのことにより、

こちらがお名前を存じ上げない方から

「いつもありがとう」と声をかけられて

驚いたことがあります。全貌が分からないくらい

に広がっている「ま～ゆ」のネットワークを実感

しました。

同じ時代に同じ街で暮らしていながら、圧倒的

多数の人々とは一生涯接点を持つことなく、生を

共有できずに終わってしまいます。それはやむを

得ない現実ですが、「ま～ゆ」に参加することに

より、自分の生活領域を超えた少なからぬ人たち

と知り合うことができ、また直接お会いできなく

ても“つながっている”という感覚を得られるこ

とは、心豊かに生きていく上でとても価値のある

ことだと思います。

「ま～ゆ」はこれからも個人的な属性を超えた

「輪・和」を紡いでいくことでしょう。今後は、

とりわけ世代間交流による知恵の継承が重要な

課題になると思います。僕個人としては、「ま～

ゆ」との関わりから良い人間関係と市民活動の

楽しさを得られました。それに加えて、現代社会

に支配的な価値観を“お金”のあり方から根本的

に問い直してみたいという（原点にある）問題意

識も少しずつ芽生えてきました。しかし、全然勉

強していません。ですから、地域通貨研究家の「み

っちゃん」氏の協力を得ながら、まずは『貨幣の

思想史』（内山節著）を読んでみようかな、と思

っているところです。が、どうなることやら･･･。

そんなマイペースな人間でも優しく迎え入れて

くれる「ま～ゆ」をありがたく思います。そんな

わけで、これからもよろしくお願い致します。

2006.11.5
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「ま～ゆ」に入ってよかったこと №39 甲田秀彰

長い好景気で潤っている大きな企業や株の配当や資産運用で所得が大幅に増えている大金持ちからの

税金を安くして、国の財政が大変だと庶民の負担を重くしている。そんな世の中で、お互いに助け合いな

がら無償で他人の役に立ちたいとの趣旨に賛同して「ま～ゆ」に入会した。

商売にも多少結びつくかなとも考えた。

会報が店(甲田はきもの店)に置かれているし、会員に届けている。会員の中に新たに店に来てくださる

方もおられるし、以前よりのお客様で「私もま～ゆの会員よ」などと話が弾む。まったくの初対面の人で

も、会員だとわかると旧知の間柄のようにすぐに親しく話ができるようになる。

会報を取りにこられる方で、時期になると季節の佃煮を持ってきてくださる方がいる。それは美味しい

ものでお金を出してもなかなか買えない味である。「ま～ゆ」に入って一番よかったことはこの味かもしれ

ない。食糧不足の時代に育ったせいか、食い物に対する性分は年をとっても変わらない。

独りで営業している現状では、ま～ゆの集まりに参加していない。時間に多少ゆとりができたら「稲作

米作り」や「農作業」には是非参加したいと考えている。青空の下での大勢の作業はきっと楽しいだろう

と想像している。

顔見知りにな

らないと、ま～ゆ

のなかで特技や役

立ちたいという気

持ちもなかなか発

揮できないように

思う。会員と会員

の間を仲介する機

能も必要なのかも

しれない。

地域の小規模

企業、特に小売業

者の多くが廃業の

危機に直面してい

る。近場で相談し

ながらの買い物が

できなくなる中高

年の生活の困難を、

少しでもやわらげ

られればと思って

いるのだが・…。

信濃毎日新聞

9月15日掲載
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野菜の気持ち №55 ミーすけこと 前田美枝子

ま～ゆに入って､須川プロジェクトや味噌プロジェクトなど､

いろいろなプロジェクトに参加してきました。どれも楽しく､

ま～ゆの方々と知り合うにはとってもいい機会でした。

２００５年に秋和菜園が始まることになったとき、毎日食べ

る野菜を自分で作ることが出来る。ま～ゆの仲間と触れ合

いながら一緒に作業が出来る。家からも近い。と良いことず

くめだと思いました。畑に行くと時々どなたかと一緒になりま

した。｢モロッコ豆が取れたからあげる｣とハコさんからいた

だいたり､河野さんのすばらしく大きなネギをもらったり、

畑でのふれあいは沢山ありました。ヤーコンを初めて見て

｢どうやって料理するの？｣と聞いたり、｢落花生って掘りたて

を茹でて食べるとおいしいよ｣と教わったりしました。収穫や

草取りの手を止めてしまって、もう話に夢

中になりました。

2 年目に入って、今年の野菜は何故か

出来がとってもいいのです。去年と同じよう

に植えたり蒔いたりしているのに不思議で

す。これは私だけではなくみんなそうなの

です。知らず知らずのうちに野菜の気持ち

が分かってきたのでしょうか。

きみちゃんのトマトは本職の農家が作っ

たように大きいのがいっぱいなりました。

たまちゃんはカンレイ紗をかけたので見事なブロ

ッコリーが出来ました。苗をあげたので｢ありがとさ

ん｣とお礼の電話がきました。網を掛けなかった私の

ブロッコリーやキャベツは、青虫に食われて穴だら

けになってしまいました。

ケイちゃんはさつまいもを作って､大きいのが採れ

たので初めて干し芋を作ってみたそうです。｢おいし

いのでつい、つまみ食いをして半分になってしまっ

た｣と笑っていました。

ミミターンが、シソが必要になりお店に行ってみまし

たが、｢時期はずれで、もう売っていないの。どなた

か分けてくださらないかしら｣とたずねてきました。

畑ではまだ黒柳さんと藤倉さんが

育てていたので、譲っていただきまし

た。困ったときのま～ゆですね。問い

かければ何とか間に合うものです。

自分の好みで野菜作りをしていま

すが､ほんのちょっと人のお役に立っ

たり､採れ過ぎたものはおすそ分けし

たり、時には菜園で井戸端会議をした

り、そんな秋和菜園がいいなと思って

います。

150余名の友人ができる
こんにちは、会員番号２３番「ひらりん」です。ま～ゆ

と共に早 5 年、もうそんなにも経ったのかというのが、

正直な感想です。

さて、このま～ゆというものは 5 年を経過してなお

広がる、加入メンバーの層の厚さ、広さに驚かされ

ます。これは、ひとえに「ま～ゆ」に込められたいろ

いろな可能性のたまものなのかな、と思っていま

す。

ま～ゆは、少なくとも私が今まで参加させてもらっ

ていた、どんな団体とも一味違っていて、気なしに

過ごしていれば、おそらく自分とはご縁の無かった

（であろう）皆さんに出会えたというのが、一番のポイ

ントです。仕事柄、関わる

人たちの職種などは限ら

れますし、そんなに世間

様に顔が広いわけでもあ

りませんので、自分の近

所以外で、顔を見ることは

無かったでしょう。ところ

が、ま～ゆには実にいろ

んな方が加入されており、

いきなり 150 余名の友人ができることなど、そうは無

いと思います。

偶然にも、以前より見知っていた方が実はま～ゆの

会員だった、たまたまお誘いがあった会合で、

「あれ、もしかして“ひらりん”さんですか。」と話しか

けてくださった事があったなど、逆に言えば近所付

き合いすら少ないこの世の中で、また私もそんなに

快活な人間では無いため、いつの間にやら見知っ

てもらっていた、というのは大変に不思議で面白く、

また助かってもいます。

もちろん、そのようなま～ゆにならない部分（いえ、

声をかけてくれてありがとう、10 ま～ゆとかでもいい

かもしれませんね。今度やってみます。）や、ま～ゆ

をもらってばかりでは無く、加入した当初から、私の

唯一の領分である｢パソコンについて何かやろう！｣

と考えていましたが、忙しがっていて、ま～ゆ市に

ここ最近顔を出しておらず、申し訳ないです。

ですが、それでもこのように忘れられずに、声をか

けていただけるのが、ま～ゆが 5 周年を迎えられる

本当の理由なのではないかと、その魅力を再認識し

ています。
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おやじの背中 ごんべえ こと 中島邦夫

何が私を須川の田んぼに呼び寄せたの

だろうか。ちょうど 5 年前、ま～ゆが立

ちあがり、「自分達で食べるものは自分達

で作ってみよう」と指を立てたところか

ら‟この指止まれ 田んぼプロジェクト„ 

は始まりました。それにしてもいくつか

の田んぼ候補のなかから、どう考えても

一番条件の悪い須川の荒れた 棚田をな

ぜ選んだのでしょうか。それも何かに引

き寄せられる様に…。

今から 40 年以上も昔のこと、高校３年

になる直前の春休みだったと思います。

近所に住む“みっつぁん”と呼んで親し

くしていた小父さんが「おい邦ちゃん、

おやじさんにもっと上手に切れと言っと

けよ」と言うのです。聞けばその日、山

でうちのおやじがクヌギの木を何本も、

なたで切り倒していたのだそ

うです。それも下から 30 セン

チも高いところで切っていた

というのです。

その夜、それまで何かにつ

けて威圧的で近寄りがたい

存在だったおやじを、「ぎゃふ

ん」と言わせてやろうと、

待ち構える様に切り出しまし

た。「おい、おやじ！今日山で

クヌギを切っていたそうだな。

なたで切り倒すなんて、近所の人はみん

な笑っているぞ」と。するとおやじは、

にやりと笑いながら「そうか、でもおれ

は上手に切る方法は知っている。しかし

今日、クヌギ林を見ていたら、なた一丁

で何本切れるか試してみたくなったのだ」と

言うのです。何という馬鹿げたおやじだ。

何という強がりを言うおやじだ。とその時は

思いました。

今思えば、当時おやじは 52､3 歳だったでし

ょう（随分おっさんに思えましたが）。明治か

ら大正に代わった年に生まれ、昭和の大恐慌

による農村の疲弊、日中戦争、太平洋戦争、

そして敗戦。さらに戦後の物質・拝金主義の

跋扈
ば っ こ

とまさに激動の昭和史の生き字引のよう

な人生を送ってきていたのです。自らの思想

と現実の乖離
か い り

に悩み苦しみ、神経をも病み、

ようやく老荘の境地に達し、晴耕雨読の生活

を送っていた頃でした。しかし老いて行く肉

体の中には、まだ熱く燃える何かがくすぶっ

ていたに違いありません。そのやり場の無い

思いを、クヌギとの格闘に向けていたのでは

なかったのでしょうか。

クヌギ林の隣に段々畑があ

り、おやじが３本の胡桃の木

を植えていきました。50 年近

くにもなる大木で、実はさっ

ぱりならず、おまけに“シラ

ガダユウ”の棲家
す み か

になってい

たのです。7､8 年前、段々畑を

整備しようとその胡桃の木を

切り倒すことにしました。気

がつくと何と手鋸でやってい

たのです。一本切り倒すのに２時間近くかか

りました。へとへとになり畑にひっくり返っ

て空を眺めていたら、笑いがこみあげてきま

した。おんなじだ、おやじとおんなじだ。憎

いほど理不尽だったおやじとおんなじだ…。

おやじは多くの謎をのこして58 歳で 他界

しました。私は今その哲学的でさえあった謎、

要するにおやじの背中を追いかけているのか

もしれません。

須川の田植えに息子が来ました。まさか私

の背中に何かを感じたわけでもあるまいに…。

吉 崎 酒 店 №126吉崎

●輸入元より直接仕入の厳選されたワイン

●和・洋酒各種･又健康に良いものいろいろ

●全商品５％まで｢ま～ゆ｣をお使い下さい

上田市中央3-7-7

℡22-0300 Fax22-4525
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“ま～ゆ”への期待と希望
№56 斎 藤 孝

先日市役所から「介護保険者証」なるものが届

いてびっくり。

そうか、もうそんな年になったのかという感慨

を抱いた。人はこんな年になると何を思うのかと

も考えてみた。

それぞれの人がそれぞれの感慨でこのことを

受け止め、これからはどんな気持ちで生きていこ

うかなどと、一区切りとして考えることだろう。

さて私は―――

ここ数年、民話の語りをやっている。塩田平

民話研究所を立ち上げ、地域の民話の学習を始め

て８年、その成果というか、方法論で、語り伝えられた民話は「語り」をやっ

てみないと本質が分からないと言われ、研究所内有志で始めたものである。

語りの練習を始めると、あっという間に周辺各地の保育園や小学校から語り

の依頼が舞い込み、練習半年足らずで恥ずかしながら人前に出ることになった。

そして未熟ながら語りを続けているうちに、いろいろ見えてきたものがある。

最初は保育園や小学校主体だった要請が、次第に公民館や、この頃は高齢者

のデイケア施設や敬老会などからも声がかかるようになってきたのである。高

齢者対象に、それより年下の私たちが民話の語りをやるなどと、最初は大変な

違和感があった。しかし実際に何度かやってみたり、皆さんの反応を見たりし

て、感じるものがあった。

「やっぱり昔話は良いねえ」「こうやってじっくり話を聞くのは良いねえ」

などと喜んでくれる高齢者の言葉は、求めてやまない人と人との言葉の交し合

い、心のふれあいを望んでいる声のように思えた。

今の社会情勢からうかがい知れる高齢者の立場は、若い世代や幼少世代の者

との生活を共にしていない、あるいは疎遠になっている生活環境が推し量られ、

何とか以前のような家族や周辺の方々との気持ちの交流を望んでいるように

思われた。

人は社会的な存在であり、一人では生きられない。昔とは異なる生活環境の

中で、昔のようにとはいかないならば、今求められる生活交流の形は何なのか、

それには、結局人間は「生活するために生きているのだ」という社会的な存在

感（観）、原点が中心になるのではないかと思われる。

それを日常生活として構築していく方法を考えなくては、人は生きていけな

いのだ。人々の生活実感を構築していく役割、それを“ま～ゆ”の諸活動に求

めたいと願うものである。
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手前味噌を食べたい №52 柴 田 照 子

上田市の東方芳田地区にその小屋はあった。一坪程のたたずまいは、目をこらして見なければ

見過ごしてしまうほどだ。今もまだ在るだろうか? とんと、そちらに足をむけないので分からない。でも

小さな小屋は地元の方々が大切に大切に守り使用してきた土壁と瓦屋根の糀小屋なのだ。

自分で作った味噌を食べてみたい。そんな願いが数人のま～ゆ仲間の声となり、安井さんの努力と

芳田地区の宮原まち子さんのご指導の下、小さな味噌プロジェクトは立ち上がった。定かではないが

１年目は７人、2年目は 10人位だったと思う。

3 月中旬、宮原さん宅に集まり、お米を蒸し、種糀を混ぜ、

何枚もの大きな木枠に広げ(材料は全て宮原さんに準備して

いただいた)その糀屋に入れた。丸 2 日間発酵するまで温度

を管理する(この仕事も宮原さん)。出来上がったものに炊い

た豆と塩を混ぜる。

私たちは昔話に花を咲かせ、楽しいひと時を過ごしたもの

だ。混ぜる、叩く、こねる。また混ぜる。そして出来上がった

味噌の素を思い思いの器に入れて持ち帰り、発酵するのを

ひたすら待ち続ける。あの時宮原さんのご主人が作ってくだ

さった豆つぶし機は今も使われているだろうか。

3年目からは様子が変わり、参加者も 30人余りとなり、量も

850 キログラムとふくらんだ。まさに「味噌プロジェクト」の名に

ふさわしい規模となった。かくしてついに照ちゃんの能力と

手には負えなくなり、前田さん宅を中心に、拘りの塩を使い、

今も味噌づくりは続いている。

今この、手前味噌は美味しいと、ま～ゆ以外でも評判になりつつある。それもそのはず、米も豆も

味噌プロジェクトの仲間で作るようになったのだもの!

平成18年10月26日

味噌プロジェクトを続ける“みそ„ は、無理しない･欲ばらない。

№５０ 前 田 光 俊
3 年目の味噌づくりから会場が寿限無に移りました。旧店舗の有効利用になるので喜んで提供しま

したが、それまで傍観者だった私とミーすけは自然とごんべえリーダーの補佐的な役目をするハメに

なっていきました。釜や豆をつぶす機械等を孫の手さんが調達して､それらの試験運転にもかりだされ､

あげくは、大豆の畑も平井寺の土地を借りるという“どっぷり浸かる„状態にはまり込んだのです。

原料の大豆を自前で作る段階になって(収穫量が予測できないだけに)原価計算を｢どうやってした

らいいのだろう？｣作業の軽重が極端に現れる課題が生じたのです。こうなると、参加者からの多様な

意見･苦言･が私の耳に入り､大袈裟にいえば｢このままにしておいたらこのプロジェクトは崩壊してしま

う｣危機感を持つようになりました。“いいかげん„はま～ゆの大きな特長ですが…。

｢解決策がないだろうか？｣考えていくうちに､地域通貨という便利な道具が糸口になるような気がし

ました。そして生まれたのが“ま～ゆを使った味噌プロジェクトシステム„です。一見ややこしい感じを

受けますが､実際に運用した結果は好評で､疑問･質問はなく､また､いくつか改善策の提言をいただき

ました。“何でもあり„ “常に変革„の精神で不都合を直していきたいと思っています。

ま～ゆ味噌が魅力でま～ゆに入ってきた会員は少なくないでしょう。また、味を占めて｢もう10キロ

欲しい｣と年々一人当たりの注文量が増えてもきました。｢大きいことはいいこと｣ではないと思います。

無理をしないで､“みんなが力を合わせて 楽しく„の原点をしっかり守りましょう。

もっと欲しい方のために､寿限無の場所も道具も何時でもお貸しします。レンタル料はもちろんま～ゆ

でいただきます。
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本当の幸せとは・・・・あやちゃんこと 岡 あ や 子

「上田地域通貨・蚕都くらぶ・まーゆ」５周年

を迎えるとのことおめでとうございます。（おかし

いかな？私も一会員なのに。）

これまで、また、これからも中心となりご苦労し

ていただいている方々に感謝の気持ちの表現

です。

「豊かさとは何か」

すべての物質がお

金さえあれば手に入

る日本、そして時代。

何か不足してはいな

いか？そんな思いが

何時も心の底にある

私です。

「ま〜ゆ」でお味噌

を作ったと言う友人と

の会話から「私もお味噌を作りたい」ただその

思いで「蚕都くらぶ・まーゆ」の説明をしていた

だき、心の思いと重なるところもあり、17 年 1 月

入会させていただきました。

春になり、生まれて初めてのお味噌作りは本

当に楽しかったです。大豆の選別と仕込みのみの

参加です。大変な作業は「人まかせ」の状態でした

が手作りお味噌がわが家にあります。

9月 調理の途中お味噌が足りない。恐る恐る床下

収納から出してみました。カビもなく、色白く味噌の

香りに1人ニヤニヤです。少し出し「１ヶ月後でね。」

心でつぶやきまた床下へ。初めて口にしたお味噌

は「私も手伝った」という味が入りとても口では表せ

ない美味しさでした。

今、「ま〜ゆ」に感想を記しながら床下収納からお

味噌を取り出してみました。味も色も赤味噌になりま

した。嬉しいです。美味しいです。「次回はもっとた

くさん 分けてもらうぞ！」

自然には優しく、心は豊かに、そしてお互い様の

気持ちで暮らしたいと思っています。「ま〜ゆ」の仲

間としてこれからもよろしくお願いします。

感想を書きながら 故 マザーテレサが初めて日

本を見て、心を痛め涙を流したということを聞いた時

のことを思い出しました。あまりにも物質的に恵まれ

過ぎている国・・・・本当の幸せとは・・・・。

素敵なま～ゆ！大好きです！
№117 シュンこと 輿 水 俊 子

ま～ゆのミステリーツアー・寺子屋・ほかイベントに参加させていただいています。“ま～ゆ„

に入会してからは、会員の皆様に助けていただいてばかり…。願いと夢をかなえていただいてい

ます。困っているときには、助けていただき、こんなことしたい・あんなことしたい と思って

いることは、かなえていただきました。 ありがとうございます。これからも

ま・・・まあ 時々 ですが、

～・・・なが～～く

ゆ・・・ゆっくり、 ゆったり、 ゆかいに

“ま～ゆ„の取り持つ不思議な人の縁に感謝しつつ…ずっと参加していきたいです！

体験と言っても…会員になってはいるものの…たまにイベントに参加

させていただいたり、利用させていただいているばかりで…すみません。

ま～ゆの人たちは、いつも、優しく・明るく・楽しく、そしてとてもバワ

フルです！ そんな素敵な方たちと、これからもずっとお付き合いをさせ

ていただきたいと思っています。

サーベッチ(沢辺俊之さま)に地域通貨の話を聞き、代表の安井啓子さま

&安井幸次先生との再会、前田美枝子さま&前田光俊さまとの新しい出会

い・・・そして、前田さまの紹介で三味線の先生と新たな出会いがありま

した。ありがとうございます。少しずつですが、 お稽古をさせていただ

いています。そういった出会いが、ま～ゆにあります。とっても素敵なま

～ゆ！大好きです！…これからも、どうぞよろしくお願いいたします。
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わたしにできること､それはカンピョウ。№154竹内節子

私がま～ゆを知るきっかけは友人でした。

ボーッと聞いていた会の話も､手作り味噌をい

ただき、とてもおいしくて｢こんなにおいしい品

を自分たちが作るなんて？｣と半信半疑で入会

しました。

最初は恐る恐る､でも会の人はとても親切で､

溶け込め易い感じで安心しました。｢これなら

大丈夫かなー｣と思いホッと一安心。でも自分に

は人に何かを提供することなんてできそうも無

い、と急に不安になり､周りにいる人たちがとて

も立派に見え､自信がなくなってきました。いつ

も友人にオンブにダッコの私。いつか恩返しな

んて思っていましたが､いったい何が？なんて。

でも友人が｢そんな大きな事でなくても､駐車場

の整理だって､券の販売だっていいんだよ｣と言

ってくれたので､｢そうか人の困っている時の

手伝いぐらい出来るなー｣と思い､少し希望が出

てきました。

そんな時に､会の中でカンピョウを欲しがっ

ている人がいると聞きました。私の実家は栃木

の農家で、いつもお土産は米やら野菜を送って

きます。その中にはいつもカンピョウが入って

います。でも私自身あまり使うこともなく､手を

焼いていました。そんなカンピョウだけど､作る

ときの手間は誰よりもよく知っています。｢中国

では作れないから､これから値が上がる｣と喜ん

でいた従兄弟の

お兄ちゃん。

モモやブドーの

ようにすぐには

入るわけにもい

かず、でも欲し

がっている人が

いるなんてと驚

き､またとても

うれしかったで

す。ミーすけさ

んに分けていただき、みなの手に渡ったようで

す。少しでも喜んでもらえたのかなー？とちょ

っぴり消極的な参加でしたけど､良かったです。

これからは一歩一歩、先ずは楽しい行事から

参加して､それから何か手作りのものに挑戦し

て｢おいしいー｣と言ってもらえるように努力し

ていきたいと思います。お料理関係では信州の

名物おやき・漬物・煮物等、私にとってどれも

むずかしい物だらけですが…。

まだまだ参加することが少なく､一生懸命活

動していただいている会員の方には申し訳なく

思います。これからは一つでも多く参加して､

自分を高めて生きたいと思っています。よろし

くお願いします。

ちなみに私が一番苦手なのは､一品持参とい

うことです。

都市･建築工房 №130ヒデさん(竹内秀夫)

●一級建築士事務所

●地元産木材を使ったローコスト環境住宅の設計料の

５％まで「ま～ゆ」が使えます。

上田市御所274

℡0268-28-7532
http://www6.ueda.ne.jp/~toshiken/

甲田はきもの店 №39甲田

●ご利用金額の10％まで｢ま～ゆ｣をお使い下さい

●靴、草履、下駄などの修理は20％まで使えます

上田市中央4-6-24

℡22-1272

街の気軽なマルチメディアショップ

㈲ 伸和印刷 №57中澤

●ご利用金額の 10%まで「ま～ゆ」をお使いください

●今、流行りの自分史を作ってみませんか?

●会議資料作りに便利な、製本機能付き

高速デジタルコピー機導入しました

上田市国分１-７-12

℡22-7710 Fax22-7718

七田チャイルドアカデミー上田教室 №11竹田

●体験レッスンの20％まで｢ま～ゆ｣をお使い下さい

上田市中之条101-1利幸第2ビル201号

℡23-2952



代 表 安 井 啓 子
ま～ゆ連絡先 前 田 光 俊

〒386-0041

上田市秋和 503-6
TEL 27-1230

ホームページ （検索エンジンで地域通貨 ま～ゆ を開いて

ください）

12 月

23 日
(土･祝)

寿限無で

つき手
(詳しくは後日ＭＬで)

10 日(水)
会場:中央公民館

(予定)
(詳しくはま～ゆ通信で)

編集を終わって

パンパカパーン!! めでたくま～ゆが満５歳の誕

生日を迎えました。

会報は数えて３２号にもなり､これまでに７割を超

す会員が登場してきました。まだまだ続いて発行

できるのは間違いないと思います。

うれしいお知らせがあります。新会員の田中さん

と坂田さんは、のんどりハウスに積まれていた会

報に偶然目が止まり､読んでみてま～ゆに入会さ

れました。ホーおじさんが描く素敵な表紙に目を

引かれ、ま～ゆの魅力が伝わってきたからこそと

聞きました。

毎年“何周年特集”と謳っておいても、｢中身はど

うってことない｣と酷評されましたが､今度は､ちょっ

とそれらしくしたつもりです。活躍の軽重と無関係

に｢私とま～ゆ｣｢ま～ゆと私｣を語っていただきまし

た。掲載順もほぼ無作為に見た目のレイアウトだ

けを考慮して編集してみました。どのように感じら

れたでしょうか? 感想をいただけたらと思います。

記念誌も見事に“地域通貨をこえる ま～ゆ„ と

いうすごい名前の一冊になって､世に送り出さ

れました。大勢の人の目に止まるよう､販売活動

に力を貸してください。また､読後の感想原稿が

編集部にたくさん届くことを期待しています。

都々平


